
 

学習発表会に思う 
◆学習発表会は校区にとっても大切なイベント 
今月はじめの２日（日）に学習発表会を行いました。開催方法を決めた７月時点では、新

型コロナ感染者数の高止まりが予想されたので、遺憾ながら２年続けて規模を縮小すること
にしました。学習発表会は城端校区にとっても、秋の大切なイベントだと考えますので、ご
家庭や地域の方が自由に観覧・鑑賞できる発表会、ＰＴＡバザーが賑わい校内に活気と笑顔
があふれるひとときが早く取り戻せることを切に願っています。 

 
◆体育館フロアを広く使う発表も素敵 
昨年から、ステージだけでなく体育館フロアの約半分を使う発表を行っています。どの学

年も、数年前とは一味違うダイナミックな発表になってきていると感じています。子供一人
一人の動きや声も大きくなりました。教員（特に若手）はスマートフォンやタブレット型端
末で編集した音声や映像をタイムリーかつダイナミックに再生します。そのことが、発表す
る子供たちだけでなく、観る者の感情を高めることにつながっています。コロナ禍で工夫さ
れた発表スタイルを今後も続け、更に工夫・改善を図っていくと素敵だなと思っています。 

 
◆より明るく前向きな城端っ子 
発表会当日は好天に恵まれたこともあり、声をかけた子供の多くが、「発表が楽しみ。」「み

んなが笑顔になるといいな。」と明るく爽やかな表情で話してくれました。私が担任をしてい
たころは、「緊張する。」「せりふや動きを間違えたらどうしよう。」と話す子供が多かったよ
うな記憶があります。この数年で、子供たちは変わってきているようです。確かに、笑顔で
せりふを言う子供が多く、踊りやダンスは「キレキレ」でした。城端っ子もより明るく前向
きになっているのだなあと感心しています。来年は、より多くの方をお迎えし、会場が一体
となる手拍子で子供たちを応援し、大きな拍手で子供たちのがんばりを称えていただける発
表会になればいいなと思っています。                   （犀川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ぽかぽかコラム １年生の取り組みより～ 

１０月に１年生にとっては、学校生活初めての学習発表会がありました。 
練習を始めたばかりの頃は、せりふや動きを覚えるのが大変でしたが、自分の役割を覚え、
役になりきるうちにだんだんと楽しんで演じるようになりました。また、休んでいた友達に
せりふや立つタイミングをそっと教えてあげたり、ダンスを一緒に練習したりして、まさに
「知恵と力を合わせて」取り組むことができました。 
学習発表会当日は全員が元気いっぱいに劇「あいうえおりばば」を演じて、子供たちは笑

顔と成就感でキラキラと輝いていました。            １年担任 神田 浩子 

 

 学校だより 

                                     南砺市立城端小学校 

                                     令和４年１０月２５日 

＜１１月の主な行事予定＞           ＜１２月の主な行事予定＞ 

  １日（火） 集団登校               １日（木） 集団登校 
７日（月） クラブ活動              ５日（月） クラブ活動 

  ８日（火）  研修会のため１１：２０下校     １２日（月） さわやかデー・学校集金 
１０日（木） さわやかデー・学校集金              委員会活動 

         ベルマークの日                  高学年弁当の日 
１１日（金） 学習参観・PTA講演会        １５日（木） 集団登校  

 １５日（火） 集団登校・児童集会・委員会活動   １９日（月） クラブ活動 
２１日（月） クラブ活動             ２１日（水） 保護者会（南山田・北野） 
２８日（月） 高学年弁当の日           ２２日（木） 保護者会 
       委員会活動                    （蓑谷・城端・大鋸屋） 

                                        ２３日（金） 終業式    

                                            ２４日（土） 冬季休業開始 
                              （～１月９日まで） 



 

 

１年生「あいうえおりばば」             ２年生「スイミー」           

 

 

 

 

 

 

３年生「じゅげむ」              ４年生「水の大冒険」 

 

 

 

 

 

 

５年生「城端殿の５４人」           ６年生「大きな古時計」 

 

 

 

 

 

       民謡クラブ「こきりこ・麦屋節」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動から 

学習発表会では、練習の成果を発揮することができました 

「学校と共に支える家庭と地域の力」 

教頭  松井 昌美  

 通勤途中、城端地域に差し掛かると、交差点近くで、目が覚めるような鮮やかなオレンジのベ

ストと帽子の方々をお見かけします。子ども見守り隊の方々です。子供たちが到着する前にと、

自転車を一生懸命こいで担当の交差点まで向かっていらっしゃる姿、お孫さんと手をつないで楽

しそうにお話ししながら交差点に向かわれる姿、交差点で子供たちを温かく迎え、挨拶を交わし

ている姿等をお見かけします。子供たちとの朝のふれあいの時間も楽しんでいらっしゃるように

お見受けします。子供たちもうれしそうです。見ているこちらも温かい気持ちになります。また、

こんな日にまでと、申し訳なく思うほどの風や雨の強い日にも交差点に立ってくださっています。

きっと、子ども見守り隊の方は、「こんな天候の悪い日だからこそ」という思いで子供たちの安全

を守ってくださっているのだと思います。本当にありがとうございます。 

９月に行われた第 59回富山県交通安全県民大会で、本校は、「交通安全功労団体」（学校の部）

として感謝状をいただきました。これは、子供たちの安全を守り続けてくださっている地域やＰ

ＴＡ、保護者の方々への感謝状でもあります。 

城端小学校の子供たちは、家庭や地域の方々に温かく見守られ、応援され、支えてもらってい

ます。とても幸せなことです。子供の安全・安心を守り、子供の可能性を信じて、学校と共に支

える家庭と地域の方の力があるからこそ、地域の宝である子供たち一人一人が健やかに豊かに育

っていく、そのことを強く実感しています。 

 

 

 

 


